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　　　　　　　　　　緒　言　　　　　　　　つたものであり，磁鱗‘1纏はマルセルイ’f㈱ご用い，常法

灘の鵬脚峨t」：　1・tつL、てほ，古く」：　1）H．A，n一　により30腕調ll榊したもの』脇る・又；繍承精au－x

b・・ll・，　A．・FI・rz。get・正・．　M．P・。st・。，　A．　F，。yWy、，li。g　3°分1掻に湘撚を」1駒かえで糟瘤臨編

鰍叙の伽蹄によ1，盛ん剛糀され，特瞬黛圏に於　躰灘1圃継糸騨1として購殊な品乖恥あるため・
ても繊維勢識維の鮒ll率につし、て瞬1琶丸氏，祖父∠r氏，　　　爵L鴨×天龍一ヨ光×万｛熱i・r’｝il眠由鱈；と誕≡に精紳し敦二後・

岡駄，その1峰くの研欄1凱り榊1嫡襯が報ぜ　琳捌・繭棚凹゜「pii｛1折細）1綴につ、鵡設騰したのであ

られている。然るに盗白圃繊維たる硬然絶糸の屈折率に　　　るが・j」J・下述べる所の含有水分の影響癒考轍すれば・そ

関し℃は　A．1－ICt’zog，（i）小厭氏（L・），荻原氏⑩導の研究　　　オし僧；の間に｝霊猷とんど遊嚢を認めなかつた。　（之れに関

の外あまり峯く知られておらず，そのi罫締田にっいでは未　　　してしは別の機戯に報告する積りである）従って本報欝・に

剛ξの附｝が少くない。　　　　　　、　於ては・恥旭ザ‘：麟花1’＝よるソ・ブv／ソの鮒榔に，

鯛湘細鵬榔の測魅行うにあたつて，絹糸の　ついて述べることとする・

製折率の傭が四撃巻遡じて著しく変動ずるため，その獄　　　　2　屈折率測定法：絹フィブロイソの照折率は浸液法

困を倉宵水分の影響に求めで，此れと網糸の屈折叢との　　（Becke法）により測麿した。浸液は　α一mQnO…Brom－・

関係について縮した。　　　　「　　　　n・phmlin・（n・1・658），　C。d・・－w。・c！・i1（n＝1・Sls）・

　爾〔二の頽の研．銃としては繊維素繊維にっいてdih　sJL氏（4）　　clove　oi1（n＝t．535）の内適宜2獺聖混台L，都翻1折

M・M・y・…A・Frey－Wy・・1i・g（・）凋蹴（・）の謙賢1な　鞍有する浸液を作つて腺・た。測騰・嬬庭はたえず

る研究がある溺絹フ，ブ・イソ1・：・．・）X，、て剛、瓢（7）の　20°士1°C醐餓・，光禰N・ランプを肺・た。

研究があるのみで，その詳細に関してはあ蜜り蜘られ℃　　　絹フィブPtイソと蛮く岡じ屈折率の浸液を発見するた

いない。　　　　　　　　　　　び毎に・直ちにAbb・鷹腎卜v＝よりその浸液qmagffusを

　　　　　　　試料及び鰍方法　　　　醗し絹7tブ゜イソの灘醐吻蜥覇汲でド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛：角方向の鷹折率n↓を求めた。

1闘：糠験に腺’蹴糊索・本学継1・胱曙花，「 R測魅端湿醐鰍、糠脚ま軸に臨闇
（ヨ㈱の鰍嚥糺姓紬・次の方法によ購　湿鍬鮪す齪験蹴で行泌婆鵬るが，職蹴ミ
蹴蝿のである・　　　　、　　　ないため換気不充肋額現像用圃罐翻㌔、た。熱源と
　　　　　　　　　　T・bl・1　』　　1　して1卸kw電熱器によ1）蜜1勾の温度を高め，澱の　周

欝匙嘩i郵鞠聖艶繋灘ll惣驚戦灘難
byS・a・｝ig8・Cロ　　12t・8　囎た。
囎1§瀟「薫一一ドラ［‘一函二　・予騰・期燃・・1蜘た絹・・ブ…の
t…一 @………t．一一一一・・…一…一・一一一．一一．一一一・．．一・．一　・一一　　　屈折皐及ひ：高含水の絹フィプロインの属折率を測定する

、．鰯塑壁慰璽璽埋適の鯛蛇駆塑　に勤，B・・k・法で聯・げ・イ・蝦液中｝・蜘す

、＊儒州大学繊維学部輝糸学研究室　　　　　　　　，　　　るため，「度は察姜く巾に出して操作しなければならない。
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そのた膿気中の湿度に二熔く影鰹れる¢は容易に　　Fig・2　Chaingeρf　refractiv，　ind。x　with

考えられる。従つて噸初精度を高めるためには，xf”の　　　　三mm・・s｛on　tilne（hour）

影響を最ノJ・限にくいとめな切tぱならなv・・そこで先ず　　　　　a・　20g・R．　FI　7⑪％

予備実験として絹フィプロインの吸湿及び脱湿状熊を調　　　　　　1’60

べて次の様な結果を傳た。

　　Fig］〔　The　chainge　of　mo三sture　content　　　　　　　　　　1’59

　　　　　。f　s・mP1・・with　tim・h・ld・　　　　，9

A・“bs°・陶・f　m・i・・…　　　　　　欝1，，，　　　⑭．d，、，、、、mpT“

ゴ　　　・　　齢％　　1’　　雛iii翻i響珊∵撫
岩s@　　　　　　　　　　　　　　　at　RH，70シ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．一　＿，．一一．．．翅鴻

蒙’グ三藍　　：1：：

　　　　　　　r。　　2。　　3。　　．…　　、i，o・　1一・　’　　　　　　1　　　　　u4　　　　　　4il

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Im：n2rsien　timo（hOUτ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　き　Cmin）
　　　，B，　d、ff。、i。。。f　m。i，t。，e　　，　　　えて，1潜醗中である・鰯：蔵期lllli，1，iに於ける1畳液の

　　　、6　　　、　　　，　　　　　蒸発による棚膵の変化臨忍めら矛傭かつた。

　　　。　　　　　，　　　　、　以上の様に絹7Sヅndソの欄｝擦臨灘な㈱縦
　　　鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うけて変化する⑧のであy：から，蕎試料の調製海ミには特

　　竃　ttt　　’　　　　　鰍彿　　　に之等の，榔勲用N・Ss次の方法により試料opm、apmsts，・rff
…1K゜』　　　＿塾ご』うと共に，鞘麓鎭内の灘の構も縢る限1，欄酬
1§1　　　　魁逝』　際榊凱て・朧行つた・
…　嘉　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　5無水試i糾醜製方法蓮にその屈折率測定榮仲：絹ソ

　　即　　　 …　　　　　　　　プ”／…環湿状齢，1纐予甜襖鱗咽Aに，，け
　　　　e　・　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　様に察内黙熊つ湿度に著しく影騨をうける。閣つて本瑛

　　　　　　　　、。　－　V　…　。’btt　験に於て鰯く試料とvx：1うのhr，次の方法に償つて調製し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『丁蝋。、。，　たも贋鎚て・欄鰍麟舩う航眈・・

　　：即膿継内醐羅蹴絹∴ブ。イ。畷蔽び　本酬燃紳・・紛の影徽最小隈阯めるf・：　4？）　，

　　脱湿に署しい影響を及ぼすため，無水フィプロイソを浸　　冬期最も乾燥する特期ミを選んだ。試料惣⑪5°ひ礫勺1時

　　液に封入する場合，出輪だけ速やか1・構と騨龍，　隣醐肌焔後・齢1磁液vl：T　i　：N　．）Nし・搬20°c

・　寒験窒内の関係湿度も出来る限りの低湿度としなければ　　に調節した恒温紬勺・（R・H20¢6前後）、で24職間漫濃した

1ならな㌔・。　　　　　　　　　　　後，20°CR・H2甥曝竃鰹内で屈折勒測定した。か
　　’次にM・M・y。・・A・Frey－w）｝ss！ing　｝：’g；れば；紛　力・繍灘を欄した理E臆，・備轍第2図齢考に

　　の影響を測定するためには，優期の漫潰によるべきでな　　したからである。

；噸を’隙氏（8’鷹介震L・る・との勲翻しての予　6含水醐鯛製離に繭率測定鮒・1～晦禽
　　骸験の結果次螺醐かになつた・（第2図）　　水試撫約60ngずつに区分し，あらかじN）les・C　1・ll／i」聞

…即ち鰍購のま蝦液中閾入した課料でも謝蔵　熱轍の後，無7J・量を測定して臨その辮1を冬1験
1室内の関係湿度の高暢合には・葺断次騎靴低くなる　腱内（R鷺．3・％）に蜘雁掛磁翫て自然に

i　様であり，高含水状態の試料も低湿度の簑内に放躍すれ　　吸湿させた。その後締鐙して含水率を求め，所要の含承

i囎欄縞くなる・処定澱の室で含水Sせた試料　試徽選んで脳斤率を雌した．この娚働咽、嚇黒
！蟹碗内に（同一一W度のまま）放置したものでは・屈　を翻して長期浸瀧待礫なく漉ちに盤し，：，識
1郷の変化は罰嚇かつた．かかる変化繭に姻　内磯燥轍は継H．3。％鹸亀つた。

1，するか糊であるが・一応室気鍍の欝であろうと考　6～10％含水試融R．H．40～60％の蜜内に扁己方法
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　F三93④Measurement　of　moisture　content，　　　　　Fig　4　Relation　betweeii　re．fractive　ind賦

　　　　　⑱P・・P…ti。n・f　w。t・・mpl・…　　　　　　　ud　m・iStu・・c。nt・nt（％）

　　　　⑳　　　　　　　　　　　　⑬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　4三需・こ：：tt　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧Fibt・・晦・・1贈tlvut町11窪

・・’tｮハ・　　レ　，　諮：：：1：：：：1：；∴娠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　．病　　　　　，、1　　　　。

　　　　　④　　　　　　　　　　　　　，t　　　　　　　OP　④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、≧　　　　　　　　　　　　　　　　　1幽＼　　　・
搬　　　　　一　　　　　　　　・　　　　　　　　　i）

　　一　　　　　　　　　　　　…　　　　　　・　　　　　　　　’　　磁
⑩…TQrsio鷲balance　⑯…Fihroin
ゆ・・Dcsiccato㌘　　　⑭鱒・lmrnersian　m“dia　　　　　　　　　L5？

⑧…Sample　　　　⑰…0％5郵6，10←6…1－laSO4
，⑲・含」王）incettc

と同様・頭昧量のわかつた誠料（約60㎎宛磁分したも・の）　　　　　　　　　　、o

凌放隔it，，所嬰の奮水状鮨の試料を選んで直rうに屈折編

な戴腱1－・‘ft　o　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　t／　　　　■㊤　・’

H翼諜搬欝甥璽饗謙｝藷あ慧　　L『・’，　燭1甑奥
つた試料（約60㎎宛区分）を入れ1数日放圃した後，第　　　　　　　0　　5　　1u　　lrI　　2ts　　t：，　tXl

3図A嚥に試料をデシケーター中に人れたまま，上方　　　　　　　M“’“t－・咽

の小穴より試料をつり禽水量を測憲した。之の様にして　　　かながら減少している。

偲た高奮水率の試料も第1図及第2図の結果な諺蹴し　　　精繕1方怯による屈折率の相異は，石鹸精練によるもの

て，箆3図Bに示す様な遠隔繰作によ1）試料の轄燥をさ　　と，蒸溜水精練によるものとの間にぽ酸とんど遊異は認

けた。即ち所要の浸液一滴をカバ　．一グラス上にとり，デ　　められず，瓶力精練による亀のが藩「’：F複楓折が大ぎい。

シケーi　一一一　pFlに挿入した後，遠隔操作により総フィブロ　　之は第1表に見る様に練誠率の違㌔・によるものと考えら

インを浸液巾に投入，醐ちに取り出して楓折率を測定し　　れるが，或は温度の相異による構造の変化であるかもし

た。かかる操作はいずれも20°Cの下で行つた。　　　　　　れない。しかし非舗質の溌失により複屈折の増吸が考え

　尚無水量，含水量の測定はIOOI琶トーショソパランス　　られる（1⑪）から，吾々は一応前者によるものと考えてい

を用い，含承率の算出は（W－Wノ）ノW×’00にょった。　　るo

但しW…含水試料の質蟄；W’…無水試料の質量　　　　　　次に墜廷味深いのは第2図の予備鍵験の結果と含水率と

　　　　　　　　実験結果　　驚灘綴駿謝繍土識灘瓶
　精練方法の異る3種の絹フィプロイソにっいて，含有　　る。この辺に第2図の特異な現銀に対する解決方法があ

水分蘂と屈折率との関係を調べ，第蔓図の様な結果を傳　　　るのではなかろうか。

た。縦轍は屈折率横醐1は含水率である。　　　　　　　　　以上の爽験に於て絹ブイプロインは，特に吸湿及脱湿

　即ち図によつて明らかな様に，含荷水分の増加と共　　に敏慰であり，高含水試料についての屈折率測定には細

に・絹ブイブロイソの屈折率川，niは底線的に低下す　　心の注葱を払つたのであるが，20男附近或はそれ以上の

る。その低下の割含は，含水率1％の増加にょりnu｝＊　　含水試料ll：：対する囲折率の測定｝ま，鐙内の湿度調節不可

約0・001，n・は約O・　OOO7である。従つて腹屈折もわず　　能なため，非辮な照難を感じており，測SF一値の変動の著
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しいのもそのためであろう。　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献
　しかし鴇糖鎗水　燃の雇蜥率変伽・（7％附ve・（n　A，　HliRz・…Di・Mlk・。、k。P量、c薮，　Un，，，、。、h。。9

にわずかな脚聴があるが）ほとんど直欄1で削）・，職　　d・・S・・id・…1d・r　K・n・…id・・59（1924）

液法による漸剃1嚇去｝家・かかる鞠漁件萌1多響ω　（2）・源鰍郎・・臓鞭によ鰍柵醜濯ξ・㊥35）

に敏感な試｛31について，士0・001以．・Lの糟度な期徳する　　（3）荻康清治：・・螺椅学”260（19S1）

こ撚徽であろう・（Abbe　Jntl斤騨よ繍榊1fl腱（・1・）鍼鮒1・1・，。hi。・，　A、m　17，舛52（1934）

箇の’」’数”・鰍目測）カ・かる融糊すれぼ識・・1畑　（elr）M．　N恥・・．　A．　F、、，Y．W。．，．、，．TNc、、1｛、，1。。hi。、

測鵬囎とん職部灘〔線一【・へ猫こと1：　ts・り，　t［・［1の　　A・ta　18，1428　q935）

方灘腺’てのf・f’i　v・ブ・イ・の會・郷醗は劇％　（6）岡融郎，小禰瓢・工鰍礁蝋1943）

醸嚇臆礁畑：と・騰・編・　　　　ω小鞠・オ・馳1川糠術齢報・1鴇62卿）
　　　　　　　　　　総　　　 守舌　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （8♪　ノ」、膜緬メく良腸：入諒冊IJ緊8，　4217（194〔D

網・伽・・蜥柵・鰍纏糊・照嵩翻1欝灘灘嚢舞奮翻伽
著しく変fヒいナ辱るo　lkil】しらド禽フ1く率1％¢）埋｝力11憾：nl：　乗勺0．⑪01，

nx約。．。・・7，購・1燭≒／．，㌔、ず才。も麟膿化で、騒。　　　　S“裏umafγ，．

従つて複蜥師ず旅低下する。．Dて蜥細雌　’1”he　ref・active　inclex’・f・ilk・fibroin　is　r・nittrk－

・・罰つ一C・1・鮪・紛・影靴充分繍じ・轍！励氣交lbiy．　ipflut・nced’bゾits磁U「e　ef）1・t・nt・　lfi・一

を行わなければならなし、。　　　　「　　1n　m°S9・　tu「e　c°n‘e”t　inulc“s「efractiVe　i・・！…1・W，

本轍鮒う1。当1，，灘1¢、囎を嫉昧淋輔　i・et　the　1°w・・i・g…i・i5・・々°…lr・d・爵・・・…

山。助鞭，竹田助教擾，酸接試糾飼冑の労に舗ら減　Per　1％°f　11’°istuτe　c・・t。・t，・・d　d。ubl．・　r・f・…i。・

細職，顯試料韻燃始徳1渤を職いた寺内騰　1°WC「s　sl轍y・

子氏，訓令祇廠酪位1・Z。X’れ．醐媚繊ナ認　ACc°「di”gly・五n　tl………・…fthe　refrue・一

本轍の＿9Bは昭和28鞭交部街科学研究助成補助命1。　ive　index°f　9・　ilk　fil・r。i…h・i・fl－e・f　m・i・・…

よること劉・記L．，：螂省悶U誕謝備嫉す。　c°ntent　sh°uld　be　tak・・i・t・・cc。照・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Lab。1’・t・・y。f　Silk　Testing，　Faculty。f　Te）　1ite

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　S　cricultuve，　Shinうhu　UniVersity）


